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「皆既月食早見盤」 

 

 「星座早見盤」とか「月齢早見盤」というのはよく目にしますが、「月食早見盤」というのは、

たぶんどこにも売っていません。月食ごとに見える時刻や形の変化がちがうので、もし作ったとし

ても「一回限り有効」で、ぜんぜん商売ならないわけです。売ってないので、私が作りました。作

るのはなかなか大変ですが、使ってみると面白いです。 

＊型紙は２ページ目にあります。画用紙（８才か９才）に印刷します。モノクロでもＯＫです。 

 

「皆既月食早見盤」 制作；C.Tanaka 2014,10 

横長のカードを、丸い穴があいたホルダーに差し込んで時刻を合わせると、その時刻の月食の形と、

食分（％）が表示されます。地球の影が月を追い越して、形を変化させることを実感できます。 

 

 作り方は簡単なので、３年生でも作

れます。私は今日、３年生と６年生に

作らせてみましたが、全員 20 分程度

で完成しました。窓を切り取る部分は

カッターが必要なので、教師がやって

あげました。２ページ目に型紙があり

ますので、どうぞご活用ください。 

 

 

（お茶の水女子大学附属小学校 

田中 千尋） 

【子どものつぶやきから】 

・「おもしろい！月の形がどんどん変わっていくよ！満月が三日月になった！」（３年） 

・「すごいねー。３時間で全部の月の形が見られるよー。月食、絶対に見よっ！」（３年） 

・「先生、これスゴイ！作るの大変だっだですよね？」（６年）（はい、大変でした。） 

・「普段はない月の形がある。」「そうだよ、形が変わる仕組みがちがうんだよ。」（６年） 



 


